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事業名称 GoToEat キャンペーン秋田 

食事券名称 GoToEat キャンペーン秋田お食事券 

発行シート数 100 万シート（1,000 円券×500 万枚） 

シート構成 1,000 円券×5 枚＝5,000 円 

販売価格 1 シート 4,000 円（税込）プレミアム助成分 25％ 

販売期間 2020 年 10 月 20 日（火）～2021 年 10 月 31 日（日） 

利用期間 2020 年 10 月 20 日（火）～2021 年 11 月 30 日（火） 

販売実績 856,468 シート（1,000 円×5 枚） 

換金精算実績 4,264,078,000 円（1,000 円券×4,264,078 枚） 

販売率 85.6％ 

加盟店舗数 1,615 店舗 

 

●販売・利用スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）事業実績概要 

当初 

2020 年 10 月 20 日－2021 年 1 月末 

延長 
－2 月末 

 

延長 

－3 月末 

延長 
－5 月末 

延長 

－10 月末 

当初 
2020 年 10 月 20 日－2021 年 3 月末 

延長 
－6 月末 

延長 
－11 月末 

販売期間 

利用期間 
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事業の実施に係る関係者との連絡調整を行う体制 【都道府県事務局型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の準備から終了までの遂行体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県秋田旭北

錦町１−４７ 

秋田県商工会連合会 

秋田県秋田市旭北錦町１−４７ 

秋田商工会議所 

秋田県秋田市旭北錦町１−４７ 

 

秋田県プレミアム飲食店での引

き換え窓口業務ならびに会員

飲食店等への参加促進実績を

ベースに、本件における会員を

中心とした告知や新規加盟店

促進のサポート業務を依頼。 

（２）実施体制・体制図 

●全体進行管理及び報告 

●契約関係 

●商品券製造管理・精算振込 
●問合せ対応（コールセンター） 

●販売チャネル整備 
●利用店舗問合せ、募集 

●新規加盟店促進 
●告知協力（窓口でのチラシ配布等） 

協力：秋田県 

●事業推進における調整先担当者紹介 

●既存類例施策における商流整理 （市町への協力要請等） 

●新規加盟店促進 

農林水産省 

官公庁さまとの諸般の業務や、各自治体ならびに地域に根差した観光キャンペーンなど多数の実績を全社的

に水平展開。本件の類例施策におけるスキームや各社との協力体制など盤石な組織・業務設計を実行。 

事業統括／業務設計／業務推進管理/コールセンター/精算/契約/告知媒体管理/各種報告 

 

農林水産省 

 

【実務担当：秋田支店担当者】 

 秋田県 Go To Eat キャンペーンチーム 4 名 

 秋田支店長  1 名 

住 所：秋田市中通七丁目１番 2－3 号 秋田ノーザンゲートスクエア 3 階 

連絡先：TEL 018-831-0476  FAX 018-831-0498 

クリエイティブ・WEB 

マゼンタ株式会社 

秋田市御所野湯本 5 丁目 1 番 5 号 

 

WEB コーディングにおいても専属スタ

ッフを擁してクリエイティブにおける全

体コーディネートを対応。 

食事券印刷/告知物印刷 

秋田協同印刷株式会社 

秋田県秋田市八橋南二丁目 10 番 34 号 

 

自社工場完備の秋田県内最大級の

印刷工場。本件における銀行や自治

体への生産・納品を多数受注してお

り、ノベルティ制作なども対応可能。 

また、秋田県内の金券印刷業務も実

績あり。 

その他秋田県内事業者による 

ツール制作等一部外注。 

【再委託】 

販売チャネル開拓など 

株式会社 JTB 秋田支店 

秋田県秋田市 大町 3-4-1 

 

秋田県プレミアム飲食券の統括運

営実績をベースに、本件ではより

拡大する販売チャネルや加盟店

舗増へむけた各種調整を担当。 

新規加盟店促進 
食事券販売・告知協力 

●販売プロモーション企画・実施 

●各種クリエイティブ（WEB・POP 等） 

事業統括：ジェイアール東日本企画 秋田支店 

JTB 秋田支店 
秋田県商工会連合会 

秋田商工会議所 

●事業委託 
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（３）遂行フロー 

消費者 

 

（株式会社 JTB 秋田支店） 

 

●飲食店加入 WEB 申込業務 

再委託先 

 

（株式会社ジェイアール東日本企画 秋田支店内） 

 

●全体管理サポート 

●電話対応（コールセンター） 

●食事券発行業務 

●販売管理 

●回収、読み込み 

●精算 

●農水省、EY 報告 

事務局 

加盟店 

申込報告 

販売窓口 
190 店舗 

販売入金 

販売手数料 

配券 

販売報告 

問合せ、案内 購入 利用 

加盟飲食店 
1,615 店舗 

加盟店申込 

加盟店審査 

回収券請求 

支払 

加盟店申込 WEB 
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●加盟店になるまでの流れ 

 

2020 年 9 月 24 日 

GoToEat キャンペーン開始に伴う飲食店へのご案内送付 

（１）GoToEat キャンペーン秋田お食事券 取扱飲食店募集要項 

（２）GoToEat キャンペーン秋田お食事券 取扱店舗登録申請書兼誓約書 

秋田県プレミアム飲食店事業(秋田県事業)に参加した 

2,100 件に対し上記書類を郵送 

 

2020 年 9 月 26 日 

県内 3 紙の新聞広告により加盟飲食店募集を開始 

↓ 

【受付開始】新聞広告による加盟飲食店募集開始 

●JTB 飲食店加盟申込システム(アマリス)を使用し WEB 申込 

●GoToEat キャンペーン HP から申請書、同意書等をダウンロードし郵送 

↓ 

【登録申請書兼誓約書、同意書】 

●事務局へ到着次第、書類等確認 

↓ 

【加盟店登録】 

●加盟飲食店リストに登録(登録に伴い金銭は発生しない) 

 

2020 年 10 月 10 日頃から 

スターターキット順次発送 

 内容物：①キット送付用厚紙封筒 

②ステッカー・POP×2 枚 

       ③見本食事券×１シート 

       ④換金請求用封筒×15 枚 

       ⑤送付添え状×１枚 

       ⑥A4 チラシ×20 枚 

       ⑦A2 ポスター×1 枚 

       ⑧飲食店用マニュアル×2 部 

       ⑨換金請求書複写式（15 枚綴）×1 セット 

       ⑩複写式用下敷き×1 枚 

 

2020 年 10 月 20 日 

GoToEat キャンペーン取扱開始  

（４）加盟店募集、同意書、換金、監査・相談窓口 

参考：送付資料（9P版） 

参考：スターターキット 

①  

②  ④  ③  

⑦  ⑥  ⑤  

⑩  ⑨  ⑧  
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●取扱店舗登録申請書兼誓約書 
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●同意書 

 



8 

 

 
 

 



9 

 

●飲食店マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：飲食店マニュアル（一部抜粋） 
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●換金について 

事務局に飲食店から使用分食事券と換金請求書が送付。 

換金請求書の記載内容と送付された食事券の枚数の突合を行い、バーコード読込の枚数、券番の確認を実

施。 

その後、飲食店のファームバンキング口座に振込金額を入力、バーコード読込データ、換金請求書、ファームバン

キング登録口座、金額の複数確認を行い、振込指定日に飲食店へ振込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一括して換金する商業施設について】 

イオン東北のイオンモール大曲、イオンモール秋田の 2 施設 

イオンモール大曲 15 店舗、イオンモール秋田 19 店舗を取りまとめて換金請求を送付。 

店舗毎の明細は別途送付され、EY へ報告送付している。 

 

 

 

 

 

参考：飲食店マニュアル 

※月に 3 回の支払を実施。 
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●実績確認監査等事業者への報告について 

実績確認監査等事業者（EY 社）の様式により毎月、食事券販売・使用の実績を報告している。 

 

【効率的な方法での報告】 

EY からの報告様式が事業開始後に確定されたが、毎月、EY の報告様式に加工し CSV ファイルで報告をし

た。 

 

【食事券販売、使用の実績、飲食店への代金振込の実績、その根拠となる証拠書類の報告】 

EY からの報告様式により進めた。 

 

【データ提出】 

当事務局で作成している販売実績及び飲食店での使用実績、振込データなど必ず複数でチェック確認をして

いる。EY への報告期間が当事務局の月毎(1～31)と相違しているため、EY と協議のうえ、月毎とした。 

 

【不正防止のためのヒアリング、監査、抜き打ち検査への協力】 

事業開始の翌月に EY からの現地調査、指導などに協力した。その際に、一括請求する商業施設イオン東

北の実績報告について指導、協議した。 

 

【実績確認監査等事業者との連絡窓口】 

当事務局の担当者及び連絡先を共有している。 

 

 

 

 

●相談窓口・申請案内等事業者との連携 

【相談窓口・申請案内等事業者（博報堂）への情報提供】 

加盟飲食店の情報を提供した。情報を基に博報堂は飲食店へコロナ対応用ポスター等を直接送付した。 

 

【博報堂への報告の流れ、体制】 

当事務局の担当者及び連絡先を共有している。 
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●飲食店へのアプローチと取り組み 

 日々の換金請求作業において、一時的な高額な請求（相対的のみならず、同一店舗のこれまでの実績をふ

まえ）などがあった場合、もしくは高額な請求が継続するような場合は架電による利用実態の確認、および予告

なしの立ち入り調査の示唆をすることで不正取引（自己取引など）へのけん制を事務局から積極的に仕掛け

た。 

 

●不正防止対策 

【飲食店による自己取引、架空取引、虚偽報告への対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（５）加盟飲食店・消費者へのアプローチと不正防止策および発覚実例 

参考:HPでの注意喚起 
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【飲食店による加盟店要件の偽装、実態のない店舗の加盟に対する対策】 

加盟店登録時に「飲食店営業許可証」または「喫茶店営業許可証」の写しを添付する事としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【飲食店が使用済みの食事券を無効処理しないことによる不正に対する対策】 

食事券は事務局送付用片と飲食店控片を切り取り、更に事務局送付用片の裏に使用飲食店のゴム印を押

印し事務局へ送付する事としている。 

切り取り、ゴム印を押印した時点で再利用はできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受託者内部において発生し得る不正を防止するための対策】 

換金請求に伴う枚数、支払作業等において、必ず複数で確認、ファームバンキング口座登録承認は管理者が

確認を行っている。 

  

参考: 取扱飲食店 募集要項 

参考：食事券 裏面 



14 

 

 

●消費者へのアプローチと取り組み 

 広報による利用方法の周知、利用促進を行った。個別での制度に対しての質問や疑問などは基本的に電話

での応対により回答・解決することとなった。 

 

【消費者による買い占め・転売行為への防止対策】 

消費者による買占め防止として、1 回の購入を 5 シート 2 万円までとした。 

また、インターネットサイトなどでの転売状況は随時主要取引サイトの巡回を行った。 

 

【消費者からの通報における対策】 

 通報があった場合は当該事象が不正かの判断および事象確認ができるよう、連絡窓口から事務局内で早急

にエスカレーションするように体制を整えていた。 

 

●同一会社における登録飲食店以外での利用が発覚した実例 

・飲食店事業者として A 社の利用実績のうち食事券利用範囲について、登録飲食店以外（同社グループ内

の別事業施設）での利用が確認され、当該期間の利用分については返金処理をした。（2022 年 1 月 21

日に返金受領済み。返金額 2,174,000 円は余剰金計上） 

 

１．該当案件 

 

振込日 振込総額 美容室利用分 

2021/4/12 140,000  84,000  

2021/4/30 340,000 204,000  

2021/5/12 399,000 240,000 

2021/5/20 893,000  536,000 

2021/5/31 一回目 919,000  551,000  

2021/5/31 二回目 524,000  314,000 

2021/6/10 409,000 245,000 

合計振込額 3,624,000 円 / 返還対象利用額 2,174,000 円 

  




